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ほーほーどり 
我孫子野鳥を守る会 

No.１８５ 

２００５年 

７～８月号 

 
 
 
 
 
 

７月手賀沼探鳥会とカウント 
 
期 日 ７月１０日（日）  雨天中止 
集 合 我孫子市役所    午前 9時 
案 内 カルガモ、カイツブリ、バン、オオ

バンの子供たちも、立派に成長して
いることでしょう。又、葦原からは

オオヨシキリのにぎやかな声も。 
解 散 正午 
担 当 中野、飯島、松田、桑森、小林寿、

野口、北原 
 
 

８月手賀沼探鳥会とカウント 
 
期 日 ８月１４日（日）  雨天中止 
集 合 我孫子市役所    午前 9時 
案 内 暑くて鳥も少ない時期ですが、そ

れでもコアジサシのダイビングや

葦原を元気に飛び回るヨシゴイが
見られます。秋のシギチの渡りも

始まっているかもしれません。 
解 散 正午 
担 当 飯島、中野、松田、桑森、

小林、野口、北原 
 
 

ア  オ  バ  ト  探  鳥  会 
 
期 日 ８月２８日（日）雨天中止 
集 合 ＪＲ東京駅 銀の鈴待ち合わせス

ペース 午前 8時 30分 
交 通 東京発東海道線 9:04発小田原行き

を利用し、大磯までいきます。各自

交通費負担 
持 参 昼食、雨具、観察用具 
案 内 神奈川県大磯町照ヶ崎海岸は、海水

を飲みに渡来する国内屈指のアオ
バトの渡来地として知られていま

す。アオバトは、美しい緑色の羽を

持ち、頭から胸の黄色味、腹の白っ
ぽいハト科の鳥類です。大磯から丹

沢山系にかけては、山の果実を食べ

た後海岸に渡来して塩分補給をし
ていることが近年わかってきまし

た。観察を予定している 8月下旬は
夜明けから日没までその姿を観察

しやすい時期とされており、じっく

りと観察できたらと思い、今回の探
鳥会を企画しました。 

担 当 飯泉仁・久美子、大久保陸夫 
申 込 不要 
 
 

ホ  タ  ル  の  夕  べ 
 
期 日 ７月３１日（日） 
集 合 東我孫子駅前 午後 7時 
持 参 懐中電灯、虫除け対策 
解 散 午後 8時 
案 内 我孫子野鳥を守る会と鳥博友の会

共催で岡発戸谷津田のホタル鑑賞

会を催します。約１時間ホタルを鑑
賞した後、東我孫子駅前で解散しま

す。 
申 込 不要 
担 当 染谷、小玉 

行  事  案  内 
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映  写  会 
 
期 日 ７月２３日（土） 午後 1時 30分 
場 所 水の館 研修室（３階） 
解 散 午後 4時 
案 内 会員の撮った写真やビデオを映写

して楽しみます。作品を発表する方は 7
月 19日(火)までに、中野に写真の種類・
枚数またはビデオの上映時間を連絡し

て下さい。写真は銀塩スライド・デジタ
ル画像のいずれでも結構です。但し、内

容は鳥や動植物など自然関連のものと

し、一人 40枚以内とします。 
デジタル画像ファイルは下記でお願い

します。 
①  メディア：スティックメモリ、フロ
ッピーディスク、CD-R 
②  ファイルは一括コピーできるよう発
表者名のついたホルダーに収納 
③  ファイル名：番号-題名・撮影場所・
日付.拡張子 
 [例] 
・01-ムナグロ・北新田・050501.jpg（北
新田で 05/05/01撮影) 
・番号：映写順番号（昇順、途中の欠番

可）数字は半角２桁で 1～9 は 0 1～09
にする。 
・ 区切り記号の”-“、"・" は省略、ス
ペース、その他の記号文字でも可 
④  画像サイズ：800×600ピクセル以内 
発表作品は当日持参ください。但し、デ
ジタル画像は開始前にパソコンにイン

ストールしておきますので、午後 1時ま
でに持参・提出してください。 
担当・連絡先 
中野久夫 Tel ：04-7184-5419 
 
西巻  実  Tel ：04-7184-7809 
 
諏訪哲夫 Tel ：04-7188-7137 
 
 
映写会終了後納涼会（別途案内）があり 
ます。そちらもぜひご参加下さい。 
 
 

納  涼  会 
 
期 日 ７月２３日（土）午後 5時 30分 
場 所 「養老の滝」我孫子南口店 
    我孫子市本町２－６－５ 
    Tel 04－7183－9996 
会 費 3,000円（女性は 2,000円） 
案 内 映写会後の懇親、暑気払いの会です。

大いに飲んで、食べて、楽しいひと
ときを過ごしましょう。皆さんふる

ってご参加下さい。 
解 散 午後 7時 30分 
申 込 定例探鳥会で、または北原まで 

Tel 04－7183－4683 
 

 当 佐々木、北原 
 
 

手賀沼学会へパネル出展 
 
手賀沼学会平成 17年度総会及び大会が 7月
10日開催されます。 
当会では、研究発表の展示部門で参加します。

パネル展示の内容は「手賀沼の水鳥の個体数
の推移について」です。 
手賀沼学会総会および学会については下記

にお問合せください 
問合先 中央学院大学社会システム研究所 

手賀沼学会事務局  
Tel 04－7183－6522 

 
 

幹  事    会  
 
日 時 ７月１０日（日）午後１時 30分 
場 所 我孫子市民会館 第 2会議室 
議 題 ①17年度下期の 2月、3月の行事

予定 
    ②会報 186号記載記事について 
    ③イベント報告 

・里山シンポジウム 
・JBF実行委員会報告 

    ④その他 
    （議題を提出する場合は事務局にご

連絡下さい。） 
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当会のシンボルバード アオバズクは今 

                           飯泉 仁 
 

 
 当会の会報｢ほーほーどり｣は、会設立当初我孫子市内でよく声を聞いていたアオバズ
ク（Ninox scutulata）の鳴き声を由来に名づけられています。 
初代会長の渡辺義雄さん、初代副会長の高橋敏夫さんから、市内各地のあちこちでアオ
バズクの声がして、我孫子の環境のすばらしさを感じたと聞かされたことがあります。 
現在、アオバズクの生息がどうなっているかを会員諸氏の観察記録を整理し、報告しま

す。 
 
１．我孫子市高野山香取神社のアオバズク 
 設立当初から 1980年代半ばまで当会の総会、幹事会でお世話になっていた香取神社境
内の木には、アオバズクが毎年渡来して営巣し、子育てをしてきました。 
観察記録を見返すと、1973年 5月 13日に会として初めてアオバズクを観察した記録が
あります。その後、観察記録が不明な年もありますが、1992年までは毎年香取神社を中
心とした地区に営巣し、子育てをしていました。ところが、1993年以降は、香取神社の
アオバズクの観察記録は途切れ、1995年に高野山で 1件の観察記録があるだけでその後
は観察記録が途絶えました。これは、香取神社のまわりの林の一部が造成され、住宅地

となったことが要因ではないかと考えられます。 
 
２．我孫子市内のアオバズクの観察件数 

 
アオバズクの観察件数が最も多かったのは、1986年・1988年・1995年で、1972年か

ら 1986年にかけては増加傾向だったものが、以降増減を繰り返しながら減少傾向に変化
したことがわかります。 

我孫子市内アオバズク観察件数
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３．我孫子市内の生息地区の変化 
（１）高野山 香取神社の営巣地消失 

1972年から 1983年までの間は、全て高野山地区で観察されていたのに、1984年以降
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でそれが変化していきます。高野山でのアオバズクの観察記録は、1992年を最後にして
継続して観察されなくなり、1995年の記録を最後にその後は全く観察記録がなくなった
という事態となり現在に至っています。もちろん、会員増加で観察地区が広がった要素
も考慮しなくてはいけませんが、かつて我孫子市を代表する斜面林だった高野山香取神

社の林の一部が、相続での土地物納によって林の大半が造成されました。このことでア

オバズクが生息できなくなったことは間違いありません。 
（２）1984年以降、市内他地域に分散 
 1984年に船戸、1986年に根戸・若松・緑、1987年に中峠（この年は中峠のみ）、1988
年に久寺家・寿・緑でアオバズクの観察の初出記録があります。これらの地区では、そ

れ以前の年には全くアオバズクの観察記録の報告がないことから、高野山周辺で営巣し

ていたものが、1984年以降分散していったと考えられます。 
４．夏鳥は全国レベルで減少 
「野鳥」（1996）は、国内の鳥類の動向を整理し、夏鳥が減少していることを報告して

います。それによると、1990年代に入り、アオバズクをはじめサンコウチョウ・サンシ
ョゥクイ・ヨタカ・シマアオジ・アカショウビン・チゴモズといった鳥類の減少が著し

いことを報告しています。また、その裏づけとなる資料がないかどうかさえまだわかっ
ていないと報告しています。我孫子市内のアオバズクの動向のように観察記録の積み重

ねからその動向に背景にあるものをひとつずつ報告していくことが必要となっています。 
その上で、生息・繁殖環境をどのように保全していったらよいか考察していくことが求
められていると思います。 
（引用） 
野鳥．１９９６．夏鳥が減っている．第 61巻．第 5号．ｐ6‐16．（財）日本野鳥の会． 

 
 
 

行  事  報  告 

 
 

４月手賀沼探鳥会とカウント 
 
調査日時 2005年 4月 10日 9:15～12:00  

晴れ 気温 18℃ 
＜認めた鳥＞ カイツブリ、カワウ、ダイサ

ギ、チュウサギ、コサギ、アオサギ、コブハ
クチョウ、カルガモ、コガモ、ヒドリガモ、

オカヨシガモ、チョウゲンボウ、キジ、バン、
オオバン、ユリカモメ、セグロカモメ、キジ

バト、ツバメ、カワセミ、コゲラ、ヒバリ、

ハクセキレイ、タヒバリ、ヒヨドリ、ツグミ、
ウグイス、ジジュウカラ、メジロ、オオジュ

リン、カワラヒワ、アオジ、スズメ、ムクド

リ、ハシボソガラス、ハシブトガラス  
計３６種 番外 コジュケイ、カワラバト 
＜探鳥班＞ 猪爪敏夫、榎本右、佐々木隆、
川田光男、山本貞江、松田幸保、北原建郎、

西巻実、飯島博、大久保陸夫、桑森亮、田中
功、武藤康之、玉井修一郎、宮下三禮、諏訪

哲夫、谷山晴男、六角昭男、谷沢幸次、松下
加津子、染谷迪夫、中野久夫、鈴木静治、岩

田孝之、野口隆也、信澤正一、松本勝英、松

本葉子、間野吉幸、野口紀恵、小林秀美、首
藤佑吉、中森純也、鳰川尭、柴本法子、柴本

三弘、植田啓介、野口紀子、島崎純造、木村

稔、田丸喜昭、田丸メリールイズ、岩盤孝義、
小林寿美子、堀口勝、小池忠彦、井上正 
参加者 4７名 
＜カウント班＞ 飯泉 仁、飯泉久美子 
調 査 種 上沼 下沼 合  計 

ｶｲﾂﾌﾞﾘ  5  5  10 

ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ  0  1  1 

ｶﾜｳ  14  48  62 

ﾀﾞｲｻｷﾞ  4  1  5 

コｻｷﾞ  2  2  4 
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ｱｵｻｷﾞ  2  0  2 

ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ   5  2  7 

ｶﾙｶﾞﾓ  16  25  41 

ｺｶﾞﾓ  26  12  38 

ｵｶﾖｼｶﾞﾓ  3  0  3 

ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ  0  18  18 

ﾊﾞﾝ  0  1  1 

ｵｵﾊﾞﾝ  24  30  54 

ﾕﾘｶﾓﾒ  0  5  5 

ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ  2  6  8 

合  計  103  156  259 

 
 

５月手賀沼探鳥会とカウント 
 
調査日時 2005年 5月７日 13:50～6:50 
     晴れ 気温 21℃ 
5月は第 16回バードウィーク手賀沼探鳥会
が行われましたので、当会の定例手賀沼探鳥

会は行いませんでした。 
＜カウント班＞ 飯泉 仁、飯泉久美子 
調 査 種 上沼 下沼 合 計 

ｶｲﾂﾌﾞﾘ  2  5  7 

ｶﾜｳ  11  49  60 

ｱﾏｻｷﾞ  0  2  2 

ﾀﾞｲｻｷﾞ  2  2  4 

コｻｷﾞ  0  5  5 

ｱｵｻｷﾞ  1  4  5 

ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ   0  3  3 

ﾏｶﾞﾓ  2  4  6 

ｶﾙｶﾞﾓ  13  18  31 

ｺｶﾞﾓ  0  2  2 

ﾊﾞﾝ  0  1  1 

ｵｵﾊﾞﾝ  9  14  23 

ｺｱｼﾞｻｼ  0  7  7 

合  計 40 116 156 

 
 
 

秋  ケ  瀬  探  鳥  会 
         4月 24日 

 
コゲラやモズの子育てに感動 

 

六角昭男 
2月の探鳥会から参加させていただいたビ

ギナーで、野鳥といえばスズメやカラス、ハ
トにトビぐらいしかわからない私でしたが、

3回の例会に参加させていただき、ちょっと
はレパートリーも増加。今回の秋ヶ瀬公園探

鳥会は、初めての遠出の探鳥会とあって、と

ても楽しみに参加させていただきました。 
 当日は、少し風は強いものの、好天に恵ま

れ、朝 8 時に我孫子駅北口に三々五々集合。
分乗した各車、高速もスイスイ。サクラソウ

の見ごろとあって大渋滞するかもと思われ

た公園入口も思いのほかスムーズで、1時間
ばかりで順調に到着。駐車場も全員滑り込み

セーフ。 

 いよいよ探鳥開始となりましたが、今回は
諏訪リーダーの発案で、総勢 25 名をＡＢ2

班に分け、どちらのチームが鳥を多く見つけ
られるかを競う“バードソン”をやることに

なりました。Ｂ班に属した私たちは必勝を期

して勇んで出発！ 
 最初に私たちを迎えてくれたのはシジュ

ウカラ。あっちでもこっちでも、新緑の高い

こずえで、キリリと黒いネクタイを締めたシ
ジュウカラがいっぱい！まずはシジュウカ

ラの合唱がわれわれを楽しませてくれまし
た。 

 その後ヒヨドリやムクドリ、オナガ、カル

ガモといったお馴染みの鳥たちや、アカハラ
やセンダイムシクイなど私にとっては初め

ての鳥たちとの出会いを楽しみながら、新緑
の秋ヶ瀬の森を堪能いたしました。 

 今回は残念ながら期待したオオルリやキ

ビタキとは出会えませんでしたし、以前ヒレ
ンジャクがいたという大きな木にもその姿

を認めることができませんでした。ただ、「想

定外」のコゲラの巣立ちに偶然めぐり合うこ
とができ、コゲラの雛の愛らしさと親鳥の厳

しいながらも強い愛情を間近に見て、一同そ
の幸運に感動。ちょうど巣立ちの季節とあっ

てモズも子育てに忙しく、一生懸命雛に餌を

与えていました。野生の動物の献身的な種の
保存本能を見るにつけ、最近の人間界の薄情

な事件を思い起こさせられました。 
 鳥合わせの結果、“バードソン”の方は、

Ａ班３０種＋２ｖｓＢ班２４種＋２（計３１

種＋２）と見事Ａ班が勝利。なかなか面白い
趣向で、探鳥会にはこんな楽しみ方もあるん

だな、と感じた次第でした。 
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 定例探鳥会とは違ったこのような遠出の
探鳥会にもこれからも積極的に参加したい

と思っております。お世話いただいた方々本
当にありがとうございました。 
＜認めた鳥＞ アオサギ、カルガモ、オオタ

カ、チョウゲンボウ、キジ、キジバト、カワ
セミ、コゲラ、ヒバリ、ツバメ、ビンズイ、

ヒヨドリ、モズ、アカハラ、シロハラ、ツグ
ミ、ウグイス、センダイムシクイ、キビタキ、

エナガ、シジュウカラ、メジロ、アオジ、ク

ロジ、カワラヒワ、シメ、スズメ、ムクドリ、
オナガ、ハシボソガラス、ハシブトガラス 

計 47種 番外 コジュケイ、カワラバト 
＜参加者＞ 井上正、猪爪敏夫、榎本右、大
久保陸夫、北原建郎、桑森亮、小林秀美、佐々

木隆、柴本法子、首藤恵美子、鈴木静治、諏
訪哲夫、染谷迪夫、立川節子、田中功、玉井

修一郎、田丸喜昭、田丸メリールイス、中野

久夫、西巻実、松下勝子、宮下三禮、山本貞
江、吉田隆行、六角昭男 参加者 25名 
 
 

筑  波  山  探  鳥  会 
          5月 1日 

 
気持ちのよい汗をかきました 

 
山住良子 

新緑とハナミズキがひときわ美しい中、マイ

クロバスは快適に走ります。もう田植えが始
まっており、水が引かれた田んぼに、カルガ

モ、サギ類が見られました。筑波山神社で、
ケーブルカー利用組と筑波山裏側から御幸

ヶ原に登る組に分かれました。御幸ヶ原への

登りは、ダラダラと続き少々辟易しながら、
前の方達に遅れてはならじと頑張りました。

アカマツ、ヒノキの林の中からソウシチョウ、

オオジュリン、ホオジロ、ウグイス等鳴いて
いると教えられましたが、ビギナーの悲しさ

で、声はすれど姿を探し出すまでには、いた
りませんでした。御幸ヶ原に登り着くや、ソ

ウシチョウの姿を目にすることができまし

た。男体山をぐるりと一周している自然研究
路では、急斜面に群生したニリンソウが木漏

れ日を受け美しく咲いていました。マムシグ

サあり、名前も可愛いチゴユリ、スミレの仲

間にもフイリフモトスミレ、エイザンスミレ
や、ツルキンバイ、ユキザサ、オドリコソウ

等、ベテランの方に教えられながら、やさし
い山草の宝庫の中の小路を歩きました。薬王

院で昼食を取り後に、鳥合わせをして、登っ

てきた道を下り、帰途につきました。二度目
の探鳥会への参加でしたが、ただ漫然と皆様

についていくだけでは、進歩がないと反省も
いたしました。気持ちのよい汗をかいた一日

でした。 
＜認めた鳥＞ アマサギ、ダイサギ、チュウ
サギ、アオサギ、カルガモ、オオタカ、ムナ

グロ、キジバト、ツツドリ、アオゲラ、コゲ

ラ、ヒバリ、ツバメ、ハクセキレイ、ヒヨド
リ、モズ、ミソサザイ、コルリ、ツグミ、ヤ

ブサメ、ウグイス、センダイムシクイ、オオ
ルリ、コガラ、ヒガラ、ヤマガラ、シジュウ

カラ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、スズ

メ、ムクドリ、カケス、ハシボソガラス、ハ
シブトガラス 合計 35 種  番外 ソウシ
チョウ、コジュケイ、カワラバト 
＜参加者＞ 山住良子、鈴木清治、諏訪哲夫、
金成典知、大久保陸夫、小口勝久、山本貞江、

桑森亮、小林寿美子、堀口勝、中野久夫、井
上正、六住昭夫、北原建郎、岩田孝之、堀口

恵子、武藤康之、谷沢幸次、植田啓介、鳰川

尭、田中功、佐々木隆、猪爪敏夫、染谷迪夫、
戸塚道、吉田隆行、西巻実、首藤美恵子、松

下勝子、飯島博、柴本三弘、柴本法子、一番
ケ瀬国彦、長谷川正氏、小沢淳広、田丸喜昭、

田丸メリールイス 参加者 37名 
 
 
第 16回バードウィーク手賀沼探鳥会 
               5月 8日 

 
事務局 

「2005Enjoy手賀沼」に併せ、山階鳥研、
鳥博及び当会の３者共催で実施した、恒例の

市民探鳥会は、今年も８０名近くの一般参加
者がありました。例年のごとく赤、青、黄、

緑、水色、ピンクのリボン分けした６班が当

会の旗の下に、集いました。 
鳥博館長杉森さんが挨拶し、次いで飯泉さ

んがコースと全般の説明を行い、各班のリー

ダーを紹介し、各班に数名の会員がついて順
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次スタートしました。水の館からふれあい道
路を通って高野山交差点先を右折し遊歩道

に入って水の館まで戻る約３．５ｋｍのコー
スです。ふれあい道路では水田にいるカルガ

モ、畦のハクセキレイ等を観察したり、北側

の斜面林のキジの声を聞いたりしながら、又
遊歩道では、沼のオオバンやカワウやカイツ

ブリ、ヨシ原のオオヨシキリ等を観察しまし
た。天気予報では午前中は晴れでしたが、実

際は曇り勝ちの天気で肌寒い日でした。それ

でも参加の皆さんは元気で探鳥していまし
た。参加の会員の皆様、お疲れ様でした。 
＜参加者数＞ 一般 80 鳥研 1 鳥博 5 
      当会 26  参加者計 112名 
＜認めた鳥＞ カイツブリ、カワウ、ダイサ

ギ、コサギ、アオサギ、コブハクチョウ、カ
ルガモ、コガモ、キジ、バン、オオバン、コ

チドリ、コアジサシ、キジバト、コゲラ、ヒ

バリ、ツバメ、ハクセキレイ、セグロセキレ
イ、ヒヨドリ、オオヨシキリ、セッカ、シジ

ュウカラ、メジロ、カワラヒワ、スズメ、ム

クドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス 
計 29種  外来種：カナダガン、バリケン、
カワラバト 
＜お手伝いいただいた会員＞ 島崎純造、村

瀬和則、猪爪敏夫、間野吉幸、桑森亮、吉田

隆行、鈴木清治、宮下三禮、川田光男、谷山
晴男、榎本右、小池忠彦、小池共美子、六角

昭男、植田啓介、首藤佑吉、武藤康之、野口
紀子、野口紀恵、松本勝英、松本葉子、品田

清、堀口勝、柴本三弘、谷沢幸次、染谷迪夫  

参加者 26名   
 
 
 
松戸市青少年会館の手賀沼探鳥会 
            5月 14日 

 
島崎純造 

 松戸市青少年会館から「青少年教室」のバ
ードウォッチングに対し協力依頼があった

ものです。対象は保護者同伴の小・中学生で、

７組１７名（職員２を含む）が参加しました。 
当日午前 10時に鳥博駐車場に集合、噴水前

からスタートして遊歩道を滝下広場までゆ
っくり歩きました。沼は鳥影が少ない時期で

すが、初めて見るバリケンにびっくりしたり、
オオヨシキリがさえずる様子を観察したり、

コアジサシが見られたりと、それなりに楽し

まれたようでした。午後は鳥の博物館の見学、
翌 15日はバードカービングを体験する計画
とのことでした。 
 今回は猪爪敏夫、桑森亮、島崎純造の３名

でお世話しました。 
 
 

幹  事  会  報  告 
 

事務局 
日 時 ５月８日（日） 13:30～16:00 
場 所 我孫子市民会館 第 2会議室 
議 題 1．幹事の役割分担について 

2．17年度下期行事予定 
以上 

 
１7年度行事予定（10月～1月） 

 
10/09(日）手賀沼探鳥会（午前） 

手賀沼クリーン作戦（午後） 
10/23(日）幹事研修会（渡良瀬遊水地） 
11/05,06(土,日） 

第 5回ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊﾞｰﾄﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 
11/13(日) 手賀沼探鳥会（午前） 

幹事会（午後） 
11/26,27(土,日) 

伊豆沼・蕪栗沼探鳥会 
12/04(日) 手賀沼清掃 
12/11(日) 手賀沼探鳥会 
12/18(日) 芋煮会 
12/30(金) 涸沼探鳥会 
01/03(火) 神の池・波崎探鳥会 
01/08(日) 手賀沼探鳥会（午前） 

幹事会（午後） 
01/22(日) 市民手賀沼探鳥会 
01/25(水) 福祉総合相談室ﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸ  ゙

雨天予備日 2/22(水) 
01/29(日) 井頭公園探鳥会 
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自 然 保 護 指 導 員 に つ い て 

                      松田幸保 
 
 
自然保護指導員（自然観察指導員ではない）という言葉は、皆さんあまり耳慣れないと思

います。梅村さんが持っておられた多くの役割の一つで、今年の一月より私松田が引き継い
でおります。 
自然保護指導員は千葉県自然環境保全条例（昭和４８年）の規定により自然環境保全地域

及び緑地環境保全地域、自然公園地域に設置されており、市町村長の推薦に基づいて知事よ
り委嘱された非常勤の嘱託となっています。任用期間は４月１日から翌年の３月３１日まで

で、私は数日前に２度目の辞令を交付されました（私を市長に推薦したのは前会長の木村さ

んです）。指導員の役割は自然環境保全業務となっており、細かくは色々うたわれています。
我孫子市の場合は自然公園区域内を巡視して違反がないかをチェックし、処置をしています。 
我が手賀沼は県立印旛手賀自然公園に属しており湖面が特別地域、それを取り囲む陸地の

限られた部分が普通地域に指定されていて、特別地域において人手を加えるような行為には

許可、普通地域においては届け出が必要となっています。 
我孫子市側のこれらの地域に違反行為が無いかを市の公園緑地課の職員と手賀沼沿いを、

東は布佐下の流域下水道終末処理場から西は船戸の森あたりまでを月に一度、車で巡視して

います。毎月の従事時間が定められているのでこの他に月２回程度セルフで市民の森や公園
を巡視して、知事宛の報告書を書いています。ごみの不法投棄も目に余れば指摘して処置し

てもらっています、それが他市の縄張りの場合は市の方から該当の市へ連絡しています。皆

さんも気付かれたことがあれば、私に連絡ください。 
Tel/Fax 04-7182-8307 

 
 
 
 
 
お知らせ 
 
【新会員紹介】 
類地 佑子（我孫子市 船戸） 
下村 仁美（我孫子市東我孫子） 

 小口 勝久（我孫子市湖北台） 
 
会員からのお便り 
 
＊ご無沙汰ばかりでスミマセン。木村さん、

島崎さんたいへんお世話になってありが
とうございました。間野さん、染谷さん、

佐々木さん、これからもゆ～れ～い会員続

けますので、引き続きよろしくお願い申し
上げます。         工藤泰恵 

 

＊ほーほーどり、楽しみに拝見しています。

竹内英子 
 

＊気持の良い気候となりましたが、がんば

って行かれた「ちみつな」鳥見紀いただき

すみませんでした。私が田丸さんにおとも

して行った気分でたのしくうれしく拝見

しました。私はとり年生まれで八月に九十

六才となりますが脳梗塞のせいで多少手

足が不自由ですが元気です。では御両人様

ますます御元気にて鳥見を。妻は女医で九

十才です。          寺田義雄 
（寺田さんから田丸さんへのお便りをご紹

介しました） 
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鳥  だ  よ  り 

 
 

 

02.23 [弁天下] ｺｳﾉﾄﾘ(1)２号排水路で採
餌         中野久夫・金成典知 

03.02 [あけぼの山公園] ｷｸｲﾀﾀﾞｷ(5)樹間
を移動            中野久夫 

03.02 [あけぼの山公園] ﾔﾏｶﾞﾗ(2)樹上で
採餌             中野久夫 

03.10 [北新田] ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ(1)青山水門で採
餌              中野久夫 

03.15 [北新田] ｵｵﾀｶ(1)飛翔 
           中野久夫・金成典知 
03.15 [北新田] ﾉｽﾘ(2)河川敷柳上と排水
栓上        中野久夫・金成典知 

03.15 [北新田] ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ(1)畦上    
中野久夫・金成典知 

03.15 [北新田] ﾂﾊﾞﾒ(2)4 号排水路上を飛
翔              中野久夫 

03.18 [高野山] ﾌｸﾛｳ(1)鳴き声 平岡 考 
03.19 [北新田] ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ(1)♀、畦で獲物
採食        中野久夫・金成典知 

03.21 [鷲野谷] ﾉｽﾘ(1)木に止まる 
                志賀鉄雄 
03.23 [北新田] ｺｳﾉﾄﾘ(1)落し堀で採餌 

中野久夫・金成典知 
03.24 [手賀沼上沼] ﾐｻｺﾞ(1)飛翔 
                志賀鉄雄 
03.24 [手賀沼下沼] ｵｵﾊｸﾁｮｳ(4)休息 
                志賀鉄雄 
03.24 [鷲野谷新田] ﾄﾋﾞ(1)上昇気流に 
                志賀鉄雄 
03.26 [手賀沼下沼遊歩道] ﾐｻｺﾞ(1)下沼上
空物色飛翔          桑森 亮 

03.26 [手賀沼下沼遊歩道] ﾄﾋﾞ(1)下沼上
空物色飛翔          桑森 亮 

03.26 [手賀沼下沼遊歩道] ﾉｽﾘ(1)下沼上
空物色飛翔          桑森 亮 

03.26 [大津川] ﾍﾞﾆﾏｼｺ(1)葦の中、鳴きな
がら移動           志賀鉄雄 

03.26 [岡発戸谷津] ｸﾛｼﾞ(2)林床で採餌 
               首藤恵美子 
04.01 [光が丘] ﾂﾐ(1)上空を鳴きながら旋
回していた         飯泉久美子 

04.02 [中原斎藤牧場跡地] ﾂﾐ(1)木の枝に
止まり鳴いていた      飯泉久美子 

04.03 [岡発戸] ﾏﾋﾜ(1)樹上   桑森 亮 
04.03 [片山] ﾄﾋﾞ(2)飛翔    桑森 亮 
04.03 [大井新田] ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ(1)飛翔 
                志賀鉄雄 
04.05 [岡発戸新田] ﾄﾋﾞ(1)物色飛翔 
               大久保陸夫 
04.05 [高野山新田] ﾄﾋﾞ(1)飛翔  中森純也 
04.05 [高野山新田] ｵｵﾀｶ(1)飛翔  
                中森純也 
04.05 [高野山新田] ｵｵｼﾞｼｷﾞ(2)採餌 
                中森純也 
04.05 [高野山新田] ｱｶｴﾘﾋﾚｱｼｼｷﾞ(1)休息 
                中森純也 
04.08 [上沼田] ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ(1)物色飛翔 
               大久保陸夫 
04.08 [東中新宿] ﾂﾐ(1)10:30 頃住宅地上
空を鳴きながら旋回     飯泉久美子 

04.10 [柏市内] ﾂﾐ(1)東方向から林に侵入 
                飯泉 仁 
04.14 [高野山新田] ｺﾁﾄﾞﾘ(6)水田で採餌 
                田中 功 
04.15 [若松] ｼｼﾞｭｳｶﾗ(2)巣箱に２羽（♂
♀）出入り          野口幸子 

04.17 [手賀の丘公園] ｻｼﾊﾞ(1)飛翔（初認） 
                志賀鉄雄 
04.17 [発作] ｻｼﾊﾞ(1)上空を旋回していた

飯泉 仁・久美子 
04.18 [大井] ﾊﾔﾌﾞｻ(1)林内、木に止まる 
                志賀鉄雄 
04.19 [若松] ﾏﾐﾁｬｼﾞﾅｲ(1)自宅芝庭を歩く 
                野口幸子 
04.20 [片山] ｻｼﾊﾞ(2)電線,樹上 桑森 亮 
04.20 [中原斎藤牧場跡地] ﾂﾐ(2)雌雄が木
の枝を折って巣に運搬していた 

               飯泉久美子 
04.21 [泉] ｻｼﾊﾞ(1)木の枝に  志賀鉄雄 
04.21 [大井] ｻｼﾊﾞ(1)鳴きながら急降下 
                志賀鉄雄 
04.21 [大島田] ｻｼﾊﾞ(1)飛び立ち 
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                志賀鉄雄 
04.21 [片山] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り   志賀鉄雄 
04.21 [片山] ｱｶﾊﾗ(1)囀り   志賀鉄雄 
04.21 [手賀沼上沼] ﾊﾔﾌﾞｻ(1)鉄塔に止ま
る              志賀洋子 

04.21 [岡発戸] ｵｵﾀｶ(1)飛翔  染谷迪夫 
04.21 [北新田] ｺﾐﾐｽﾞｸ(1)ｶﾗｽに絡まれ飛
去         中野久夫・金成典知 

04.23 [手賀の丘公園] ﾁｭｳｻｷﾞ(1)採餌 
                桑森 亮 
04.23 [手賀の丘公園] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)樹中 
                桑森 亮 
04.24 [片山] ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(1)囀り  
                志賀鉄雄 
04.24 [藤ヶ谷新田] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り 
                志賀鉄雄 
04.24 [北新田] ｾｲﾀｶｼｷﾞ(5)上空を東へ飛
翔              中野久夫 

04.25 [北新田] ﾄﾋﾞ(1)電柱上  中野久夫 
04.25 [北新田] ｱｵｱｼｼｷﾞ(1)鳴ながら飛翔 
                中野久夫 
04.27 [藤ヶ谷] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り  志賀鉄雄 
04.27 [藤ヶ谷] ｵｵﾀｶ(1)声   志賀鉄雄 
04.28 [片山] ｵｵﾙﾘ(1)姿、囀り 志賀鉄雄 
04.28 [金山] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)囀り   志賀鉄雄 
04.28 [藤ヶ谷新田] ﾌｸﾛｳ(1)林の中を飛ぶ 
                志賀鉄雄 
04.28 [藤ヶ谷新田] ｵｵﾀｶ(1)樹上で声 
                志賀鉄雄 
04.28 [北新田] ｵｸﾞﾛｼｷﾞ(1)ﾑﾅｸﾞﾛの群れ中 
                中野久夫 
04.29 [片山] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)囀り   志賀鉄雄 
04.29 [若白毛] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り  志賀鉄雄 
04.29 [古戸] ｸｻｼｷﾞ(1)採餌   諏訪哲夫 
04.29 [手賀沼下沼] ｵｵﾊﾞﾝ(4)うち、２羽は
巣づくりをしていた  飯泉 仁・久美子 

04.29 [片山新田] ｺﾁﾄﾞﾘ(2)畑で１羽が旋
回、１羽は地上にいた。巣づくりしていた

可能性あり      飯泉 仁・久美子 
04.30 [大島田] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)声   志賀鉄雄 
05.01 [北新田] ｼﾏｱｼﾞ(1)休息泳ぎ 
                岡本信夫 
05.03 [岡発戸市民の森] ｷﾋﾞﾀｷ(1)樹上で
鳴く             桑森 亮 

05.03 [金山] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り   志賀鉄雄 
05.03 [藤ヶ谷] ｻｼﾊﾞ(1)声   志賀鉄雄 
05.03 [若白毛] ｴｿﾞﾑｼｸｲ(1)囀り  志賀鉄雄 

05.07 [泉] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り    志賀鉄雄 
05.07 [手賀沼] ｺｱｼﾞｻｼ(7)下沼  
            飯泉 仁・久美子 
05.09 [中原斎藤牧場跡地] ｵｵﾀｶ(1)午前中
上空を旋回していた     飯泉久美子 

05.11 [若白毛] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)囀り  志賀鉄雄 
05.12 [藤ヶ谷新田] ｻｼﾊﾞ(1)声 志賀鉄雄 
05.12 [鷲野谷] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り  志賀鉄雄 
05.12 [鷲野谷] ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(1)囀り 

志賀鉄雄 
05.12 [岡発戸] ｷﾋﾞﾀｷ(1)樹上で囀り 
               首藤佑吉 
05.13 [金山] ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(1)囀り  志賀鉄雄 
05.13 [手賀] ｵｵﾀｶ(1)突き出す木の天辺に 
                志賀鉄雄 
05.13 [布瀬] ｻｼﾊﾞ(2)     志賀鉄雄 
05.13 [布瀬] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)     志賀鉄雄 
05.13 [布瀬] ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(1)囀り  志賀鉄雄 
05.14 [岡発戸新田] ｺｱｼﾞｻｼ(1)飛翔 
               大久保陸夫 
05.14 [岡発戸] ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ(1)樹上囀り 
                桑森 亮 
05.15 [手賀の丘公園] ｷﾋﾞﾀｷ囀り 
                桑森 亮 
05.15 [手賀] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り   志賀鉄雄 
05.15 [手賀] ｻｼﾊﾞ(1)枯れ木に止まる 
                志賀鉄雄 
05.16 [北新田] ｶｯｺｳ(1)河川敷の柳上 

中野久夫・金成典知 
05.16 [東中新宿] ｶｯｺｳ(1)5:00頃鳴きなが
ら通過           飯泉久美子 

05.17 [布瀬] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り   志賀鉄雄 
05.18 [手賀] ﾔﾏｶﾞﾗ(1)囀り   志賀鉄雄 
05.18 [手賀] ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ(1)囀り 志賀鉄雄 
05.19 [岩井] ｻｼﾊﾞ(1)飛翔   志賀鉄雄 
05.19 [手賀] ﾁｭｳｻｷﾞ(1)    志賀鉄雄 
05.20 [片山] ﾁｭｳｻｷﾞ(6)採餌  志賀鉄雄 
05.20 [手賀新田] ｻｼﾊﾞ(1)電線に止まり物
色              志賀鉄雄 

05.20 [藤ヶ谷１] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り  志賀鉄雄 
05.20 [藤ヶ谷２] ｷﾋﾞﾀｷ(1)囀り  志賀鉄雄 
 
今回の観察者の総投稿件数 
飯泉久美子      11 
飯泉 仁       30 
飯泉 仁・久美子   148 
大久保陸夫      22 
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岡本信夫       1 
桑森 亮       49 
笹川昭雄       4 
志賀鉄雄      280 
志賀洋子       1 
首藤恵美子      2 
首藤佑吉       3 
諏訪哲夫       5 
染谷迪夫       5 

田中 功       4 
中野久夫       41 
中野久夫・金成典知  34 
中森純也       30 
西巻 実       5 
野口幸子       2 
平岡 考       1 
松田幸保       10 
 総計       690

 
 
野口幸子さんが鳥だよりに報告されたマミチャジナイのスッケッチとコメントをご紹介します 

 
（コメント） 
・’05.4.19 野口宅芝庭に10分位 
・まゆ線とノドの白がめだってきれい 
・口バシの黄もきれい 
・ウォーキング 
・ツグミのように姿勢がいい 

 
（スケッチ： 野口幸子） 
 
 

 
なお、紙面の都合上、皆様から寄せられた鳥だよりの一部を掲載しました。また、ご報告いただい

た鳥だよりは全てをデータベースとして収録しました。 
 
 
 

「 手 賀 沼 の 水 鳥 」（我孫子野鳥を守る会：手賀沼の鳥Ⅱ．２００４．）より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

淡水ガモ類の年総個体数の推移
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海ガモ類の年総個体数の推移

0

120

240

360

480

600

77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 9 9 00 01 02

年

年
総
個
体
数

アイサ類の年総個体数の推移
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